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令和元年９月現在 

 

 第７回新潟ニュービジネス大賞 表彰制度のご案内 
[ 募 集 要 項 ] 

 

 

新潟ニュービジネス大賞表彰制度とは 

新潟地域にて新事業を展開している企業・団体等から応募を募り、事業の優秀性等を総合的に評価し、 

優秀者に対して表彰を行うことにより、新事業創出促進の一契機とし、新潟地域産業の活性化、経済の 

発展に資することを目的とするものです。 

 

＜応募資格＞ 

新潟県内に主たる事業所・拠点をおき、新事業・活動(起業、第二・第三創業等)を展開している企業

（上場・公開企業は除く）、団体、個人。 ※新事業の開始から概ね 5 年以内であること 

 

＜ 表彰 ＞ 

 

新潟ニュービジネス大賞   1 社 （賞金 10 万円） 

 

◆事業において、商品やサービスの製造、提供方法などに新規性、革新性があり、新潟地域の産業の

活性化に寄与すると期待される企業、団体、個人に授与されます 

 

表彰式は、新潟市内にて 2020 年 6 月開催の「新潟ニュービジネス協議会定時総会」に合わせ、同

日開催されます。 

大賞受賞事業には、表彰状・賞金 10 万円と、下記権利が副賞として授与されます。 

①「第１５回 JNB ニッポン新事業創出大賞表彰制度」への応募推薦 

  ※応募推薦の際は本申込に必要な情報以外に、財務状況・応募者プロフィール、過去三期分の

決算報告書等の提出が必要となります。また、二次審査選出者には審査結果を「審査評価表」

として送付する予定です。 

 

 

＜応募期間＞ ２０１９年９月２６日（木）～２０２０年１月１７日（金） 

 

＜応募方法＞ 

「応募申込書」はホームページ（http://nbc.pavc.ne.jp/nbcsite/）からダウンロードし、下記添付

資料を添えて事務局あてにご郵送ください。 

① 当該事業・活動等 に関する新聞・雑誌等での紹介記事 

② 会社、団体等の活動に関する案内パンフレット類 

※自薦、他薦は問いません。 

※応募書類は返却致しません。応募申込書の記載内容は、外部に一切公表致しません。但し、大賞受賞

者は、社名・事業内容などを報道機関に発表致しますことをご了承ください。 

 

 

http://nbc.pavc.ne.jp/nbcsite/
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【応募申込先及び問い合わせ先】 

一般社団法人新潟ニュービジネス協議会事務局（担当：若月） 

〒951-8550 新潟市中央区学校町通１番町 602 番地 1 （新潟市役所産業政策課内） 

TEL：025-224-0550    FAX：025-224-4347   E-mail： nbc@pavc.ne.jp  

 

＜審査基準＞ 

事業の新規性、革新性 

起業家精神 

地域貢献、波及効果 

事業の収益性、成長性 並びに 将来性 

財務の健全性 など 

 

＜審査方法＞ 

第一次審査 応募書類による審査 ２０２０年１月下旬  

第二次審査  面接・プレゼン審査 ２０２０年 3 月中旬 

審査委員は、新潟ニュービジネス協議会役員等を中心に構成します。 

 

＜通知発表＞ 

応募者・推薦者へは、3 月下旬までに審査結果を連絡させていただきます。なお、外部への公表は、表

彰式当日以降です。 

 

 

 

 

 

 

 

＜主催＞ 一般社団法人新潟ニュービジネス協議会 

 

＜協賛＞ 

㈱大光銀行、㈱日本政策投資銀行新潟支店、愛宕商事㈱、㈱イタリア軒、㈱ウオショク、 

㈱ＮＳＧアカデミー、ＮＳＧグループ、コニカミノルタＮＣ㈱、㈱ジェイ・エス・エス、 

㈱事業創造サポート、㈱新宣、㈱鈴木コーヒー、㈱ソルメディエージ、㈱第一印刷所、 

つばさ税理士法人、㈱ＢＳＮアイネット、㈱プライムネット、マイコロジーテクノ㈱、㈱幻の酒  

 

＜後援＞ 

経済産業省関東経済産業局、（独）中小企業基盤整備機構関東本部、新潟県、新潟市、 

（一社）新潟県商工会議所連合会、新潟県商工会連合会、新潟県中小企業団体中央会、 

新潟経済同友会、新潟県中小企業家同友会、新潟日報社、日本経済新聞社新潟支局、 

（公社）日本ニュービジネス協議会連合会、（公財）新潟市産業振興財団、 

（公財）にいがた産業創造機構、新潟市異業種交流研究会（協）、新潟市ソフトウェア産業協議会、

（協）新潟県異業種交流センター 

mailto:nbc@pavc.ne.jp


 

年度 受賞 法人名  所在地 ニッポン新事業創出大賞 

新事業内容 または 評価のポイント 

第１回 ２０１３年度 

 

大賞 株式会社 和僑商店 新潟市 受賞 

米、日本酒、味噌、発酵食品に関わる商品開発と PRで、伝統素材の継承を行う 

優秀賞 万代にぎわい創造 株式会社 新潟市 － 

新潟の誇る生鮮食品等の販売施設や飲食施設のテナントリースにより港町新潟の食と花の文化を発信 

優秀賞 東邦実業 株式会社 新潟市 － 

畜フン由来の臭気や外注など環境問題を軽減するため、農場に対する粒状発酵鶏フン堆肥の指導と製造を行う 

優秀賞 株式会社 育水舎アクアシステム 新潟市 － 

再生可能エネルギーである地中熱を利用したヒートポンプ方式の空調システムを開発し、経費削減と省エネを推進 

第 2回 ２０１４年度 大賞 株式会社 ＡＴＲヤマト 燕市 推薦 

小型航空機と航空関連産業の構築を目指した研究開発型企業 

優秀賞 株式会社 室岡林業 上越市 － 

杉の間伐材を利用して地盤改良や木杭の開発を行う環境保全型企業 

第 3回 ２０１５年度 大賞 コデラカプロン 株式会社 三条市 推薦 

銅を繊維にする高度な技術による、銅が持つ殺菌や消臭作用などを活かした製品の開発・製造 

第 4回 ２０１６年度 大賞 株式会社 G.F.G.S. 加茂市 推薦 

オーダーメイドボーダーカットソーを主力に完全受注生産 

第 5回 ２０１７年度 大賞 株式会社 ハイサーブウエノ 三条市 推薦 

 「自社ブランド商品を持たないビジネスモデル」～麺水切り機開発～ 
 新潟では「食」が大きなテーマであるなか、あえて自社ブランド商品ではなく、「厨房」一本に焦点を当てて勝負して
いくところを含めて、新潟ならではのビジネス・意外性のあるモデルであると高く評価 

― 株式会社 バウハウス 新潟市 推薦 

「まちごと美術館ことこと」障がいがある人の作品リースを通して障がいがある人と社会、人と人との関係を結び、深め

る事業展開についての起業家精神を評価 

第 6回 ２０１8年度 

 

大賞 有限会社 田辺塗工所 新潟市 推薦 

工業用塗装集塵機「バブルスクリーンブース」～環境負荷やコストを低減した塗装システムの開発販売～ 

「作業者負担」「環境汚染」「品質低下」等のさまざまな問題を解決。従来機にない特性は革新的であり、業界貢

献も大きいことから高く評価 

― 株式会社 ユニークワン 新潟市 推薦 

「企業向けデジタルマーケティング支援事業」と「自社ブログでの新潟市の情報発信」での知名度の高さや、他都

市・海外への進出に対する起業家精神を評価 

― 株式会社 バイオマスレジン南魚沼 南魚沼市 推薦 

非食用のお米を利用したバイオマスプラスチックの製造・販売。環境問題への対応による需要拡大が見込まれること

で将来性が評価 

 

過去の受賞者一覧 



第 6 回「新潟ニュービジネス大賞」表彰式報告 

 

当事業は、革新的な商品・サービスを市場に提供している企業及び個人等を表彰することによって、新事業

創出促進の一契機とし、新潟県の地域産業の活性化に資することを目的としています。 

 第 6回となる今回も厳正なる審査を経て、受賞企業を決定。6月 13日の定時総会にてプレゼン表彰式を

執り行いました。 今年は 9月より募集を開始します。たくさんのご応募をお待ちしております。 

 [大賞] 有限会社田辺塗工所（新潟市東区） 

工業塗装用集塵機「バブルスクリーンブース」 ～環境負荷やコストを低減した塗装システムの開発、製造販売～ 

 吹付塗装の際に飛散する塗料の吸塵媒体を水から泡に変え、「作業者負担」「環境汚染」「品質低下」等の様々な問題を解

決。従来機に無い特性は革新的であり、業界貢献も大きいことなどから、大賞にふさわしいと評価されました。 

・「にいがた経済新聞」2019.6.13 に掲載いただきました。 

・「新潟日報」2019.6.18 

朝刊経済面に掲載いただきました。 

 

 

 

 

 

[ＪＮＢ主催第１4回ニッポン新事業創出大賞表彰制度への推薦] 

大賞の田辺塗工所の他、インターネット広告業「株式会社ユニークワン」（新潟市東区）と、非食用米を

使ったプラスチックを製造販売する「株式会社バイオマスレジン南魚沼」（南魚沼市）の計 3社を推薦。 

 

 

 

 

 

 

 

講評 

新潟 IPC新潟財団 百合岡雅博 氏 

 

表彰式 田辺塗工所 田辺直 社長 

写真撮影協力：起業家支援委員会 土田衛 氏、事業創造委員会 阿部貴美 氏  

株式会社ユニークワン 

代表取締役 立川和行 氏 

株式会社バイオマスレジン南魚沼 

専務執行役員 中谷内美明 氏 


